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Ⅰ．流通ビジネスメッセージ標準（流通ＢＭＳ）

策定の狙いと検討概要



2

【2006年度】 流通ＢＭＳの実装 ⇒ 流通ＢＭＳ Ｖｅｒ 1.0 公開

・平成17年度、次世代標準ＥＤＩの研究で検討した取引業務プロセスと、データ項目を:継続検討し
グロサリ商材を対象に本番を前提とした共同実証を行う。

・昨年度検討した取引業務プロセスとデータ項目をベースに生鮮商材の標準化を検討

【2007年度】 流通ＢＭＳの商材拡大(アパレル、生鮮) ⇒ 流通ＢＭＳ Ｖｅｒ 1.1 公開

流通ＢＭＳ検討経緯

【2008年度】 流通ＢＭＳの精度向上、メッセージ拡大 ⇒流通ＢＭＳ Ｖｅｒ 1.2 の公開

・メッセージの精度向上検討、及び卸－メーカー間のビジネスプロセスの検討（預り在庫型センタ）
・アパレルと生鮮食品を対象に、本番を前提とした共同実証を実施

・ＪＣＡ手順からの確実な移行を踏まえたメッセージ種の拡大検討
・小規模卸／メーカーへの適用拡大に向けた環境整備

【2005年度】 ＪＣＡ手順の課題を踏まえた標準仕様検討 ⇒流通ＢＭＳ Ｖｅｒ 0.5作成

・現状のＥＤＩの課題を共有し解決に向けた具体化検討と基本ルールの合意
・各社共有のメッセージを持寄って名寄せ、業務モデルの標準化を検討

【2009年度】 流通ＢＭＳの精度向上、メッセージ拡大 ⇒流通ＢＭＳ Ｖｅｒ 1.3 の公開

・ＪＣＡ手順からの確実な移行を踏まえたメッセージ種の拡大検討
・残検討課題（生鮮メッセージ統合・商品マスタ）の具体化
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EDIシステムを、今後は共通インフラとすることで

消費者へ付加価値を生む部分での競争に注力できる環境を整備

狙い

・ 現在のEDIの課題を解消し、導入企業に業務革新をもたらす

・ 「標準化の進展」と 「ネットワーク技術の革新を踏まえたIT活用」
⇒ ｎ ： ｎ 取引の標準化、 インターネット技術の活用

◆ BtoBプラットフォームの形成

◆ データ交換プロセスの効率向上

◆ 情報システムコストの低減

◆ ネットワーク技術の革新を踏まえたIT活用

◆ 標準化の進展

流通ＢＭＳ流通ＢＭＳ ＜目標＞
EDI の問題／課題

業界標準のEDI
（インターネット利用のXML-EDI）

業界標準のEDI
（インターネット利用のXML-EDI）

具 体 的 な 方 法◇各社独自のフォーマットが存在し、企業間、

業界間で無駄なシステム投資の発生

◇JCA手順の機器、開発保守の高コスト

◇漢字・画像データの送受信が不可

◇大量データの送受信が遅い

◇安価な通信回線が使用できない

◇更なる業務効率化、社会的要求
（例：トレーサビリティ）への対応の
ボトルネックとなっている

等

流通ＢＭＳ策定の狙いと検討経緯
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流通ＢＭＳ検討の基本方針

ＥＤＩメッセージ

通信インフラ
通信手順 （例 ： ebXML、ＡＳ2等のプロトコル）

データ表現形式 （例 ： XML）

コード （GTIN、GLN）

データ項目

取引業務プロセス （メッセージ種）

通信基盤 （インターネット TCP/IP）

共通基盤
（デファクトスタンダードの中から選択）

メッセージ形式やデータ送信の
ルールを定め運用すること

流通ＢＭＳ検討の基本方針

ＥＤＩシステムを共通インフラとするには

「データ項目」と「業務プロセス」
の標準化が鍵

①個別仕様の発生を抑える ⇒ 全ての企業間取引で共通のＥＤＩメッセージを使うために
「メッセージ種別」、 「メッセージ構造」 、「データ項目」と「データ項目の意味」・「データ属性」を標準化する。

②現行業務の担保を図る ⇒ 現行システムの担保ではない
各社の現行業務をできるだけ担保し、移行の負担を軽減する。

③将来の技術・業務に対応できる準備を盛り込む
商品マスター情報の同期化（ＧＤＳ）／共通企業識別コード（ＧＬＮ）／共通商品識別コード（ＧＴＩＮ)

④インターネットを使用した通信を前提とする
XML、セキュリティ

⑤伝票レスを促進する
取引証憑の要件を満たすEDIメッセージとすることで、ペーパー仕入伝票を不要とする。
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小売業界 グロサリ卸業界 生鮮業界 アパレル業界

• イオンリテール（株）

• イズミヤ（株）

• （株）イトーヨーカ堂

• （株）近商ストア

• サミット（株）

• （株）シジシージャパン

• （株）西友

• 全日本食品（株）

• （株）ダイエー

• （株）東急ストア

• （株）平和堂

• （株）マルイ

• （株）ヤオコー

• ユニー（株）

• （株）ライフコーポレーション

• （株）あらた

• 伊藤忠食品（株）

• 花王カスタマー
マーケティング（株）

• 国分（株）

• （株）トーカン

• （株）パルタックKS
• （株）山星屋

• （株）菱食

• ＪＡ全農ミートフーズ（株）

• 伊藤ハム（株）

• 日本ハム
ビジネスエキスパート（株）

• （株）ジーコス

• プリマシステム開発（株）

• （財）日本食肉流通センター

• （社）全国中央市場
青果卸売協会

• （有）三秀

• 東京青果（株）

• 東京豊島青果（株）

• （株）船昌

• 東京都水産物卸売業者協会

• 綜合食品（株）

• 大都魚類（株）

• 中央魚類（株）

• 築地魚市場（株）

• 第一水産（株）

• 東都水産（株） ほか

• トリンプ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ・
ジャパン（株）

• （株）レナウン

• （株）ワコール

• アツギ（株）

• クロスプラス（株）

• グンゼ（株）

• リーバイ・
ストラウスジャパン（株）

• （株）ルシアン

ほか

スーパー業界における検討参加企業

小売、グロサリ卸、生鮮、アパレル業界より７４社・団体が参加小売、グロサリ卸、生鮮、アパレル業界より７４社・団体が参加
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Ⅱ．５年間に渡る検討内容
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卸・メーカー

商品ﾏｽﾀ登録

値札作成

支払

小 売

商品ﾏｽﾀ登録

返品
卸・メーカーへ

小売へ
卸・メーカーから

小売から

値札作成依頼

販売情報共有 販売情報共有

消込

受領訂正メッセージ

POS情報

発注予定メッセージ

商品マスタ

値札メッセージ

集計表作成データ（発注用）

納品提案メッセージ

発注メッセージ

集計表作成データ
（出荷梱包紐付有）

出荷梱包メッセージ（紐付有・無）

請求メッセージ

支払メッセージ

検品

消込

買掛 売掛

請求

出荷

返品 返品メッセージ 返品受領

発注 受注

集計表作成データ（受領用）

受領メッセージ

集計表作成データ（出荷用）

出荷メッセージ

１．基本形主要メッセージ

受領訂正メッセージ

POS情報

発注予定メッセージ

商品マスタ

値札メッセージ

集計表作成データ（発注用）

納品提案メッセージ

発注メッセージ

集計表作成データ
（出荷梱包紐付有）

出荷梱包メッセージ（紐付有・無）

請求メッセージ

支払メッセージ

返品メッセージ

集計表作成データ（受領用）

受領メッセージ

集計表作成データ（出荷用）
出荷メッセージ



8

2．基本形メッセージへの生鮮項目の追加
概要と目的

【【概要概要】】

基本形メッセージに生鮮メッセージ（暫定版）で使用している項目（生鮮項目）を追加する。
生鮮メッセージ（暫定版）への機能追加は行わない。

【【目的目的】】

生鮮項目を追加する目的は、流通ＢＭＳの普及である。
基本形メッセージと生鮮メッセージ（暫定版）の２つのメッセージが存在していることで、以下のよう
な要望・課題が発生しており、一本化することで、さらなる流通BMSの普及が期待できる。

≪小売≫≪小売≫

グロサリ、アパレル、生鮮商材を取扱っている為、１つのメッセージで全ての商材に対応できる
ことを要望している。

≪卸≫≪卸≫

商材の取扱いが統一できないために２つのメッセージに対応する必要があり、システム上の負荷

が生じている。

基本形メッセージに生鮮項目を追加し、１つのメッセージで全ての
商材に対応できることで、流通BMSの普及が更に促進されると
考えております。

Ver 1.3 にて対応
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①不定貫取引項目

項目名称 項目の意味

不定貫区分 定貫・不定貫を表す

単価登録単位 不定貫の場合の取引単位 （ｅｘ．１Ｋｇあたり／１００ｇあたり）

発注重量・出荷重量・受領重量・返品重量 不定貫の場合の取引重量

重量合計 不定貫の場合の取引重量合計

項目名称 項目の意味

元取引番号・元取引明細番号 取引番号が追加/変更になった場合の元の取引番号

出荷者管理番号・出荷者管理明細番号 発注に対し、出荷者側で管理する番号

取引番号有無区分 取引のタイプ、取引番号の発番基準を表す

商品コード（出荷元） ソースマーキングされた生産者コード

仮伝フラグ 仮の単価を表す、正式には後日確認を取ってから

②生鮮取引の特徴（出荷時に商品、原価ｅｔｃが決まるまたは変わる）のための項目

２．基本形メッセージへの生鮮項目の追加
生鮮項目追加項目一覧①

不定貫項目、商品属性等、３５項目を追加
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項目名称 項目の意味

都道府県コード・国コード・産地名

原産地を指定して発注する場合の産地や水域を表す

（ｅｘ．鹿児島産、東シナ海、焼津港ｅｔｃ）
水域コード・水域名

原産エリア

等級 商品のグレードを表す （ｅｘ．Ａ、Ｂ ｅｔｃ）

階級 商品のサイズを表す （ｅｘ．２Ｌ、Ｌ ｅｔｃ）

銘柄 産地銘柄

商品ＰＲ 商品特性 （ｅｘ．朝取り、土付き ｅｔｃ）

取引単位重量 卸売市場等で取引される単位重量（ｅｘ．5Kg、10Kg etc）

バイオ区分 商品栽培時のバイオ技術適用/非適用(遺伝子組換え)

入数 出荷単位の荷姿入数

商品重量 発注数量（バラ）１個当たりの容量を表す。内容量。

品種コード 食肉用の品種 （黒毛和種 ｅｔｃ）

養殖区分 養殖・天然

解凍区分 解凍・解凍以外

商品状態区分 活・チルド・冷凍・常温・冷蔵

形状・部位 セット・・ロース・・大トロ・・・ｅｔｃ

用途 生食用・加熱用．．．etc

パック区分 食肉の加工センター等に発注する場合のデータ判別を行う区分。０１：パック。

③商品属性項目

２．基本形メッセージへの生鮮項目の追加
生鮮項目追加項目一覧②
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支払サイトの違い

仮伝、本伝
運用あり

取引先
（産地／仲卸業者／卸売業者）

生鮮カテゴリーで特殊な商・物流モデルを踏まえて整理した、2009年度は生鮮追加項目も基本形に追加した形に

統合するのでメッセージは集約された。

集計表作成データ（発注）

集計表作成データ（受領）

商品提案メッセージ

発注予定メッセージ

集計表作成データ（発注）

発注メッセージ

受領メッセージ

返品メッセージ

請求メッセージ

支払メッセージ

オプション

オプション

オプション

オプション

オプション

商品マスタ原価変更
商品改廃を含む

発注予定数量データ

取引情報が出荷時に

決る発注データを含む

小売へ

取引先から

消込

支払

事故調整

買掛

商談
週間値決め

商品ﾏｽﾀ登録

発注

分 荷

出 荷

返品

商談
週間値決め

商品ﾏｽﾀ登録

受領

事故調整

売掛

請求

消込

返品受領

分 荷

出 荷

小売業

出荷メッセージ

出荷時に取引番号や
原価が決る場合がある

現行手書伝票

３．生鮮分野における特殊与件



12

４．物流センター対応の特殊与件 ①預り在庫型センター型

預り在庫型センターとは、卸・メーカーが、小売のセンターあるいは、小売が卸や物流業者（３ＰＬ）に運営委託して
いるセンターに予め商品を卸・メーカー在庫として、保管しておくビジネスモデルのことを指す。
したがって、本件の『預り在庫型センター納品プロセス』におけるメッセージの標準化は、『預り在庫型センター』と
『卸・メーカー』間における業務プロセスを対象としている。
本件で使用する標準メッセージは、①在庫補充勧告メッセージ、②入庫予定メッセージ、③入庫確定メッセージ、
④在庫報告メッセージの４つであり、これらのメッセージをセンター／卸・メーカー間の「入庫に関わるプロセス」、
「在庫報告に関わるプロセス」、「不良在庫の引取に関わるプロセス」の３つの業務プロセスに適用する。

預り在庫型センターとは、卸・メーカーが、小売のセンターあるいは、小売が卸や物流業者（３ＰＬ）に運営委託して
いるセンターに予め商品を卸・メーカー在庫として、保管しておくビジネスモデルのことを指す。
したがって、本件の『預り在庫型センター納品プロセス』におけるメッセージの標準化は、『預り在庫型センター』と
『卸・メーカー』間における業務プロセスを対象としている。
本件で使用する標準メッセージは、①在庫補充勧告メッセージ、②入庫予定メッセージ、③入庫確定メッセージ、
④在庫報告メッセージの４つであり、これらのメッセージをセンター／卸・メーカー間の「入庫に関わるプロセス」、
「在庫報告に関わるプロセス」、「不良在庫の引取に関わるプロセス」の３つの業務プロセスに適用する。

卸・メーカー預り在庫型センター

在庫補充勧告 補充量決定①在庫補充勧告

メッセージ項目メッセージ項目

入庫予定連絡入庫予定確認 ②入庫予定

検品 入庫確定卸・メーカーか ら ③入庫確定

入庫に関わる
プロセス

在庫計上 ④在庫報告 在庫確認

在庫報告に関わる
プロセス

不良在庫引取勧告
不良在庫の 引取 に

関わるプロセス
不良在庫引取勧告

確認

引取予定指示②入庫予定引取予定確認

引取確定 ③入庫確定 引取確認卸・メーカーへ

④在庫報告（小売へ）

（参考程度）

④在庫報告
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ラベルサイズ　　　　　　　　桁数

△
Ａ１サイズ

50mm×85mm

３６桁２８桁

横バーコード

△

△

○
Ｃ１サイズ

80mm×115mm

○

縦バーコード

Ｂ１サイズ

60mm×92mm

ラベルサイズ　　　　　　　　桁数

△
Ａ１サイズ

50mm×85mm

３６桁２８桁

横バーコード

△

△

○
Ｃ１サイズ

80mm×115mm

○

縦バーコード

Ｂ１サイズ

60mm×92mm

○：推奨　　　△：準推奨　

バーコード縦幅：２５ｍｍ

バーコード縦幅：１２ｍｍ

（１）物流ラベル（ＳＣＭラベル）
ラベルのレイアウトは、サイズ（Ａ１、Ｂ１、Ｃ１）
およびバーコードの向き（縦バーコード【28桁】、
横バーコード【36桁】）の違いから計５種類を
標準として規定

９２ｍｍ９２ｍｍ

(
98
)
12
3
41
2
34
1
23
4
56
1
23
4
51
2
34
5
67

発注者自由使用欄

ＨＨＨマート特売Ａ東京センタ12/31

御茶ノ水店 12345
加工食品Ａ

調味料ＡＡ

123456

123456

日立卸売株式会社ＡＡ 123456 荷番：12345

取引先自由使用欄
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⑪

⑫

④① ②

⑤ ⑥

⑦

⑨

⑧

⑩

③

⑬ ⑯⑭ ⑮

⑰

６０ｍｍ

～Ｂ1ラベル．縦バーコード（２８桁）～

（２）付帯帳票
個口納品書は、Ａ４縦を標準。
欠品連絡書は、Ａ４横で納品形態（総量納品、
店別納品）の違いから２種類を標準。

123123,456ＨＨＨマート御茶ノ水店123451

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123452

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123453

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123454

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234518

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234517

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234516

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234515

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234514

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234513

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234512

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234511

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234510

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123459

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123458

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123457

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123456

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123455

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234526

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234525

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234524

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234523

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234522

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234521

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234520

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234519

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234530

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234529

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234528

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234527

ｶｺﾞﾃﾅ
等数

梱包数発注者名称店舗名称店舗コードNO

123123,456ＨＨＨマート御茶ノ水店123451

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123452

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123453

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123454

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234518

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234517

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234516

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234515

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234514

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234513

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234512

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234511

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234510

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123459

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123458

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123457

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123456

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店123455

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234526

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234525

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234524

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234523

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234522

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234521

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234520

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234519

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234530

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234529

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234528

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234527

ｶｺﾞﾃﾅ
等数

梱包数発注者名称店舗名称店舗コードNO

受領印受領印

１/１

123123,456総合計 123123,456総合計

【 個口納品書センター納品 】

便 ：

センターコード ： 取引先コード：発注者名称 ：

ＡＳＮ紐付け ：

センター納品日 ： センター名称 取引先名称： ：

納品書No ：

ＨＨＨマート

YYYY年MM月DD日

1234567890

12345678

有

東京センタ

01

123456 12

日立卸売株式会社ＡＡ

発行日 ：

取引先担当者：

連絡先 ：

YYYY年MM月DD日

日立 太郎

03－XXXX－XXXX

発行日 ：

取引先担当者：

連絡先 ：

YYYY年MM月DD日

日立 太郎

03－XXXX－XXXX

ｶｺﾞﾃﾅ
等数

梱包数発注者名称店舗名称店舗コードNO

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234560

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234531

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234532

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234533

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234534

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234548

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234547

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234546

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234545

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234544

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234543

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234542

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234541

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234540

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234539

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234538

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234537

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234536

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234535

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234556

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234555

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234554

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234553

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234552

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234551

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234550

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234549

123123,456小計

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234559

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234558

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234557

ｶｺﾞﾃﾅ
等数

梱包数発注者名称店舗名称店舗コードNO

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234560

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234531

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234532

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234533

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234534

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234548

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234547

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234546

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234545

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234544

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234543

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234542

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234541

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234540

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234539

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234538

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234537

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234536

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234535

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234556

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234555

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234554

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234553

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234552

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234551

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234550

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234549

123123,456小計

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234559

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234558

123123,456ＸＸＸＸ産業XXXX店1234557

12345 御茶ノ水店 ＨＨＨマート12345 御茶ノ水店 ＨＨＨマート

12346 ＡＡＡＡ店 ＨＨＨマート12346 ＡＡＡＡ店 ＨＨＨマート

12347 ＢＢＢＢ店 ＨＨＨマート12347 ＢＢＢＢ店 ＨＨＨマート

12348 ＣＣＣＣ店 ＨＨＨマート12348 ＣＣＣＣ店 ＨＨＨマート

1/1

店別納品【 】 欠品連絡書
発行日 ： YYYY年 MM月 DD日

取引先担当者 ： 日立 太郎取引先担当者 ： 日立 太郎

取引先連絡先 ： 03-XXXX-XXXX取引先連絡先 ： 03-XXXX-XXXX

行No. 商品コード 納品数量欠品数量発注数量商品名取引番号 欠品理由

便 ： 01

センターコード ： 12345678 取引先コード ： 123456　12

発注者名称 ： ＡＳＮ紐付け ： 有

センター納品日 ： YYYY 年 MM 月 DD 日

センター名称 取引先名称： 東京センタ ： 日立卸売株式会社ＡＡ

ＨＨＨマート

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX1234 12345678901234 1,234,5671,234,5671,234,5671234567890 ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ XX

４．物流センター対応の特殊与件 ②物流ラベル標準化

※ バーコード情報・ラベル印字項目他６項目を発注、出荷メッセージに追加（2008年度）し策定

●真の伝票レスモデルを実現する流通ビジネスメッセージ標準の確立
１）伝票レスを実装できていない企業が個別仕様を排除しながら容易に実装できる環境が必要
２）過去に整理した仕様を元に現状課題を整理し標準仕様を早期に仕様を確立する

●標準化案の早期確立
１）標準化を進めないと「流通ビジネスメッセージ標準」普及の足かせにもなりかねない
２）切替には時間が掛かる※メッセージは標準に移行できても小売個別ラベルは生き続ける

●業界全体での合理化
１）物流ラベルは主に小売側物流業務合理化のために貼付されている
２）小売側の意向集約を中心に進め、卸・物流業者の確認及びニーズを討議する必要がある
３）結果的に集約化された卸側も物流業務合理化に繋がる

●業界を横断した仕様集約化の模索
１）全業界の網羅性を高めた検討を進めると課題事項・対応内容を整理するのに時間が掛かる
２）流通BMSの普及に合わせて物流ラベル検討も進めた方がより具体的に進める事ができる
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（１） Web-EDI基準
＜基準設定の考え方＞

・共通： 流通BMSのメッセージとデータ項目及び扱い方も準拠すること。

・画面・業務機能： 製品・サービスの自由度を担保するため、条件の緩いガイドとする。
・ファイルアップ・ダウンロード機能： ファイルアップ・ダウンロード機能を必須とし、データ連携や自動
化の可能性を担保する。自動化ニーズは主として大手中堅卸だが、中小での利用の可能性もあり、
基本的な機能を規定しておく。

区分 # 内容 必要度
共通 メッセージ

項目について
1 ・Web-EDIのデータ項目は、流通BMSのメッセージ種のデータ項目定義（名称、桁数、タイプ、

必須／任意）に対応している。
・独自項目を含まない。

必須

動作環境
について

2 SSLの実装など、セキュリティを考慮している。 必須

画面・業
務機能

画面構成
について

3 ・流通BMSの対象業務については、定められた業務プロセスに沿った画面構成となっている。
・流通BMSのメッセージ種については、メッセージ種別毎に、伝票やファイルの単位などが明
確な画面構成となっている。

推奨

新着確認機能
について

4 データの新着はファイルダウンロード以前に画面等で確認できる。 必須
5 データの新着はWeb-EDIにログインしなくてもメール等で確認できる。 推奨

6 データが新着してから、30分以内に通知できる。 推奨

7 通知メール等には、セキュリティ上、データの内容については記載しない。 推奨

帳票出力機能
について

8 ・（伝票レスに対応していない場合は）納品書、受領書などの発行機能を備えている。
・個口納品書、欠品連絡書については、標準仕様の帳票を発行できる。

推奨

＜Web-EDI基準の内容＞ 抜粋

Web-EDIサービスを提供する場合、次の２条件を満たすこと。

①Web-EDIサービスを提供する場合は、流通BMSの「Web-EDI基準」を満たしていること。

②Web-EDIサービスを提供する場合は、流通BMSの他の手順（ebXML、AS2、JX手順）もサポートすること
（相手先に応じて必要な手順）。

（２）Web-EDIサービス提供条件

５．中小企業への普及 Ｗｅｂ－ＢＭＳの制定
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卸・メーカー 小売

卸用ASP

BMSサーバ

JXサーバ

Webﾌﾞﾗｳｻﾞ

BMSサーバ

JXｸﾗｲｱﾝﾄ

基準準拠
Web-EDIｻｰﾊﾞ

HTTP

（３） Web型BMSの範囲

Web型BMSの範囲は、下図の「流通BMSの範囲」に含まれるWeb-EDIサーバの利用範囲となる。

小売用ASP

BMSサーバ

JXサーバ

BMSサーバ

JXｸﾗｲｱﾝﾄ

※ BMSサーバ： ebXMLサーバまたはAS2サーバ

標
準
項
目

Webﾌﾞﾗｳｻﾞ

ASP通信

基準準拠
Web-EDIｻｰﾊﾞ

ASP通信

小売A

小売B

小売C

卸A

卸B

卸C

卸D

卸E

基準準拠
Web-EDIｻｰﾊﾞ

標
準
項
目

基準準拠
Web-EDIｻｰﾊﾞ

標
準
項
目

ASP通信

小売D小売用ASP
基準準拠

Web-EDIｻｰﾊﾞ

HTTP

BMS
XML

HTTP

流通BMSの範囲

（得意先毎にログイン）

（１箇所にログイン）

※小売C、DはWeb-EDIのみ
の提供のため範囲外

5．中小企業への普及 Ｗｅｂ－ＢＭＳの制定



2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

基本形
ﾌﾟﾛｾｽ検討
共同実証

流通BMS
Ver1.0ﾘﾘｰｽ

アパレル
ﾌﾟﾛｾｽ検討
共同実証

流通BMS
Ver1.1ﾘﾘｰｽ

物流
ﾌﾟﾛｾｽ検討
共同実証

流通BMS
Ver1.2ﾘﾘｰｽ

生鮮BMS
Ver1.1ﾘﾘｰｽ

青果
ﾌﾟﾛｾｽ検討
共同実証

生鮮BMS
Ver1.0ﾘﾘｰｽ

精肉
ﾌﾟﾛｾｽ検討
共同実証

生鮮ﾌﾟﾛｾｽ
コード標準化

検討

基本形完成
＋

生鮮統合

流通BMS
Ver1.3ﾘﾘｰｽ JCA手順

からの
移行完了

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

検討

eb-XML
AS2／JX

通信技術
課題検討

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ化

中小企業
向け

インフラ検討

BMS型ＷＥＢ

サーバー型
（ eb-XML
／AS２）

クライアント型
（JX）

BMS型ＷＥＢ

経済産業省委託事業 流通ｼｽﾃﾑ標準普及推進協議会

拡大情報システムＷＧより

導入条件が揃い、
本格導入

基本形プロセス検討

基本形
プロセス検討

ﾁｪｰﾝﾄﾞﾗｯｸﾞ
ｽﾄｱ業界

ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ業界

ス
ー
パ
ー
業
界

流通ｼｽﾃﾑ標準化ロードマップ
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流通ＢＭＳ導入企業一覧流通ＢＭＳ導入企業一覧

拡大情報システムＷＧ参加団体 会員企業で流通ＢＭＳを導入した企業一覧

９０ベイシア７

No 企業名 流通BMS
接続先数

１ イズミヤ １

２ 近商ストア １０

３ ダイエー １０

４ ユニー １０

５ 平和堂 ４

６ イオングループ
（イオンリテール等１０社）

１００

８ 西鉄ストア １０２

９ カネスエ ３９

１０ やまか ６５

No 企業名 流通BMS
接続先数

１１ 成城石井 ３０６

１２ トップ ８７

１３ おどや ６１

１４ みしまや ２３

１５ スーパーサンエー ６２

１６ サンライフ ４

１７ 小田原百貨店 ６５

１８ たまや ６５

１９ 百合ヶ丘産業 ６５

２０ セレクション ６１

合計 １，２３０

2009．10月中旬現在
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Ⅲ．平和堂での流通ＢＭＳ適用事例



平和堂取組状況と評価、拡大計画平和堂取組状況と評価、拡大計画

1.  平和堂の紹介

2. 現行ＥＤＩ方式とＢＭＳ接続形態

3.  BMSの期待効果、実測結果

4.  BMSの拡大計画について

5.  本日のまとめ



平和堂平和堂 会社概要会社概要

本社 彦根市



平和堂 ③ＡＳＰ経由

流通ＢＭＳ取引先
（ｅｂＸＭＬ）

（菱食・伊藤忠食品・
花王ＣＭＳ）

卸様

流通ＢＭＳ取引先
（ＪＸ取引先）

（ルシアン）

Internet
全銀

TCP/IP

既存ＥＤＩ取引先ＪＣＡ／全銀／
全銀TCP/IP

ASPサービス

基幹ｼｽﾃﾑ

ＥＤＩｻｰﾊﾞｰ
ebXMLｻｰﾊﾞｰ

JXｻｰﾊﾞｰ

②ＶＡＮ経由

全銀
TCP/IP ＪＣＡ

VANサービス

（固定長）

（固定長⇔XML）

現行の現行のEDIEDI方式と方式とＢＭＳ接続形態ＢＭＳ接続形態

Internet

① 自社運営



BMSBMSに期待出来る三大効果に期待出来る三大効果

1. EDIの進展・拡大

2. 伝票レス化Iの推進

3 双方のコスト削減

●EOS発注だが、取引先様とは伝票発行渡し。 電話･FAX発注
・・・・ファッション商品等の取引先(伝票郵送)
・・・・零細企業(地産地消、個店取引)

人手･紙ベ-スからデジタル化、省力化、自動化 (今からJCAは有り得ない)

●現行50%弱を70%程度まで拡大(20%UPは年間で300万枚相当)

小売、取引先様の双方での大きな省資源化、省力化、コスト削減

●Ｉ－ＮＥＴによる通信費・時間減 ●標準化による個別対応・運用減

●伝レスによる入力・紙保管費用減 ●物流コスト減



通信通信時間時間のの実測結果実測結果 待ち時間の短縮待ち時間の短縮

受
信
待
時
間

事例：発注データ 4,638件をJ手順と流通ビジネスメッセージ標準データとしてXML変換しデータ交換した場合の比較

通
信
時
間

14分

38分

52分

JCA手順

到
達
時
間

XML変換 33秒
送信時間 51秒

BMS手順

取引先への実質到達時間は51秒

1.6%の時間に短縮

Jも必要

ＸＭＬ変換

01 : 2400 : 5100 : 3300 : 00XML-EDI

52 : 0814 : 0838 : 00J手順

スループット通信時間ＸＭＬ変換通信待機時間

JJ手順手順 vsvs BMSBMSの通信処理時間比較の通信処理時間比較

997.37.3%%削減削減

590KB
INS-C 9.6K

4.7MB

50分短縮

※ 当社での通信最長取引先は50分。実例からは3分程度に短縮試算

14分が1分以内へ大きな通信時間短縮効果ですが、一番大
きい効果は、最終到達時間が50分強短縮された事です。!

PUSH型にて小売の送信完了で即取引先様は待時間しで取出せる。

発注〆時間 処理時間 取引先取出し

従来JCA    12:10〆 12:10～30分 13:20～40分

新BMS 12:10〆 12:30完了 12:31～40分

配信全て完了



流通BMS導入についての全体評価流通流通BMSBMS導入についての導入についての全体全体評価評価

1 BMS運用について
通信障害も、エラ-も無く、現在、非常に安定運用出来ている。
サ-バ- TO サ-バ-方式、JX-Cパタ－ンともに。

2 導入効果について
・通信スル－プット向上(待時間無し)、伝票レス(従来からも)、発注～決済

までの標準化(個別対応排除)など、取引先様のメリットが大きい。

3 課題
・非EDI企業への導入、伝票レス化の拡大推進、双方の省力化・ｺｽﾄ低減

に向けての導入拡大が急務。
・・・早く導入拡大しないと部分最適に留まる。



進化を続ける流通進化を続ける流通BMS   BMS   

維持管理・推進体制:

各業界代表での協議会,部会設立

商材拡大:とMSG統合

ﾄﾞﾗｲｸﾞﾛｻﾘ- 、ｱﾊﾟﾚﾙ、生鮮

中小企業普及

WEB-EDIとの連携

(BMS-EDI)

標準化ツ－ル整備
共通確認シート

マッピングシ－ト

伝票/ラベル印字仕様

業界拡大

ス－パ－、,HC、ドラック゛

物流・情報流 拡大

物流ラベル、商品マスタ-、

POS情報

コ－ド標準化
生鮮標準商品コ－ド

MSG・取引プロセス拡大
消化取引P、預り在庫型センタ-P



これからの導入拡大方針これからの導入拡大方針

② 非EDIのEDI化推進・・・社内課題取組み
・FAX、TEL発注取引先･･･個店地場取引、産地直送

③ MSG拡大による個別JCAの撤廃
・預かり在庫ｾﾝﾀ-型のﾃﾞ-ﾀ-交換、商品ﾏｽﾀ-交換、POS情報 etc

① VAN会社でBMS-VER1.3 対応版の切替導入･運用支援推進
・現行のVAN経由の全ての取引先を対象に切替推進
・自社直接続をVAN会社経由でBMS化 (BMS自社運営は止める)



本日の結論本日の結論 『『ＢＭＳ導入条件は揃ったＢＭＳ導入条件は揃った !! ２０１０年本格展開へ２０１０年本格展開へ』』

●下記課題を抱えてまだＪＣＡを使い続けますか？
～ＪＣＡが残る限り、一定制約の下でＶＡＮサ－ビスは継続提供されるが。。。

●全ての解決策がＢＭＳ導入 ～既に小売20企業で、1,100社以上で稼動済み～

◆統一は受発注フォ－マット･伝票のみ,内容は全て個別対応･･･維持・運用費の限界

◆遅い通信スピ－ド･･･ 通信費増,ﾘ-ﾄﾞﾀｲﾑ間に合わない。

◆JCA今後の機能追加／改善対応は一切望めない (20数年変らず)

～ 通信ｽﾋﾟ-ﾄﾞ,漢字･画像ｻﾎﾟ-ﾄ,ｾｷｭﾘｨﾃｨ確保,標準ｺ-ﾄﾞ対応etc・・・

◆新ＰＣ，サ－バ－，ＯＳでの稼動保証は不明（機器更新の利用制約）

①聖域無き経費削減 ・・ 人、物、情報 (徹底した無駄排除と合理化)
②競争優位 ・・・・・ リ－ドタイム短縮、大幅な生産性向上(標準化)
③情報精度UP・・・・・ 手作業から自動化、デ－タ－連携
④安心安全の確保 ・・・ システムの安定継続性・拡張、ｾｷｭﾘｨﾃｨ強化
⑤環境面配慮 ・・・・・ ぺ－パ－レス化、通信リソ－ス占有から解放
⑥全商材統合版 ・・・・ VER1.3で全商材が１つのソフトに統合

今求められる、システムの共通課題を解決


